
探究委員会

舟入探究日誌
2026年度

とは　

本校では、1～3年生それぞれに週1時間ほど「ABLE Time(総合的な探究の時間) 」という時間が設け

られていますが、それは生徒たちが探究学習を行っていくきっかけにすぎず、最終的な目標は生徒が

課外の時間に「外」に出て、各教科の高度な学びを基盤としつつ、主体的に自己の進路や目標と結

び付けながら「問い」の解決を行っていけることを目指しています。　（舟入高校HPより抜粋）

本校で行われる「総合的な探究の時間」は「ABLE Time」と名付けられています。生徒の間では、

「エイブル」の愛称で親しまれています。生徒が主体となり、多様な探究活動が行われています。

どのようなことをしているのかを外部の方々へ発信するため、有志の生徒が自身のABLEでの活動を

紹介していきます。

「探究日誌」

7月23日

1年生：問い立てトレーニング

2年生：修学旅行準備のためお休み

3年生：ABLE Timeの課題

では

「舟入の探究」

Topics
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〈1年生〉

〈3年生〉

　前回、ブレインストーミングによってABLE Timeの大まかな印象を

定義した私たちですが、今日は例を挙げてカリキュラムのどこにより

よくするポイントがあるかを探しました。

　具体的には、メンバー間でABLEの課題だと思った経験を共有し、

それについてみんなで議論するという活動をしました。みんなの経験

から共通点を見つけて、まとめるのが大変でした！

　次回は本格的にカリキュラムの案を作っていきます。

◀︎3年生の活動の様子です。

    平和探究が一段落つき、今回は、これからより実践的な探究活動を進

めていくために必要となる問いの作り方を学びました。いい探究をする

にはいい問いが必要となります。いい問いとは、簡単にYESとNOで答

えが出てしまうものではなく、もっと答えを出すのが難しい深い問いの

ことです。その問いを作る練習として、教室内にあるもので気になるも

のを探して、問いを作りました。

　次回は、夏休み中に見つけた探究の材料を元に本格的な問いを作って

いきます。


